
 
 
	 

	 先の土屋館通信で、【本の窓】に掲載された、菅原文太さんと佐藤栄佐久（前福島県知

事）の対談をぜひ読んで欲しいとお伝えしました。佐藤栄佐久さんは、文化・文明・哲

学・倫理の観点から原発は絶対に許されないと仰っています。	 

	 原子力は科学で完全に御せないモノである以上、まずは人の生き方、哲学の問題とし

てその可否を論じるべきものだと思います。経済原則からの検討であってはならないこ

とは３．１１で私たちは痛感したではありませんか。次の世代への影響も考えて、人と

して、すべきことなのか、すべきでないことなのか。その分別の基準は、儲かるから利

益になるからでは絶対にないはず。	 

哲学の問題として原発を語り、そして将来の子孫に対して無責任なことはすべきでない

と語る知識人はほとんどマスメディアには出演しないのが現状です。	 

現在、国会で論議されているエネルギー基本政策も、既に３．１１を忘れたかのような

論戦で、益々不信感が募ります。国政とは一体誰のために存在するのでしょうか。【国民

の命】を守ることこそ国家存続の要であるはずなのに。	 

	 昨年６月に福島県浪江町【浪江焼麺太国】のメンバーを大曲に招待して講演してもら

った原発避難の実態。参加できなかった人には分からないと思いますが、今でも相当な

苦悩が続いています。その中には、福島第一原発の復旧作業の下請けをしている建設会

社の社長もおりました。俺たちがやらなくて誰が出来る！という矜持を持って、この三

年間、先が全く見えない仕事ながら黙々と続けています。	 

	 【本の窓】での対談中に出てくる言葉ですが、佐藤さんが知事時代に掲げ続けたテー

マは【五つの共生】だったそうです。	 

	 

・人と人との共生	 

・自然との共生	 

・地域間の共生	 

・世代間の共生	 

・価値観の共生	 

	 

佐藤さんは、倫理的・哲学的に今の状態では人間は原子力とは共生できないと判断した

からこそ、知事就任時に既に稼働していた原発に対して厳しい監視の目を向け、国策に

対してその不備を指摘し徹底的に闘い抜いた。そんな志の人をも悪人に仕立て上げる私

たちの国。どんな国なんでしょう。どんな国民なんでしょう。	 

	 

	 先日のＢＳフジ・プライムニュースに作家の倉本聡さんがゲスト出演され、自身が私

財を投じて富良野に作った農業と演劇を通じて若者を鍛える【富良野塾】、富良野の自然
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をまもるために設立した【富良野自然塾】などを通して、現代の若者と家庭について素

晴らしい話をされていました。その中で、地方がどの様にすれば生き残れるかという質

問に次の例を出されました。	 

『【真の文明】とは三つの柱がお互い鼎（かなえ＝写真）

のように支え合ってバランス良く立っている社会である

と、あるヨーロッパ人から言われたことがある。	 

	 

	 三つの柱とは、【エコノミー】、【エコロジー】、【カル

チャー】である。	 

	 

	 今の日本はエコノミーだけが突出している、カルチャー

とエコロジーがひしゃげている。	 

例え小さな地域でも、バランスが取れていることが大切で

あり、存続していくための必要条件である』と。	 

	 

朝日新聞朝刊の『人』コーナーに、ドイツで『天国』と称されている、この三つの鼎を

体現したような小さな村の村長さんの記事がありました。先日来日し、日本各地で講演

をされたそうです。共生とバランス。それは次世代への責任のためにこそ。	 


